
 

 
                                                            （基調講演 上川陽子衆議院議員） 

                    総合司会………… Kei Foran  (神戸支部） 

              開会挨拶  一般社団法人大学女性協会会長 長谷川瑞穂 

第 1 部  基調講演 上川陽子衆議院議員  （静岡支部） 

WPS（Women, Peace and Security）に関する「女性・平和・安全保障」 

第 2 部 パネルディスカッション  進行役……伊藤舞 前芦屋市長（神戸支部） 

パネリスト……… Carolyn Davidson  (英国パビリオン政府代表) 

三木けえ衆議院議員 （神戸支部） 

山下いづみ市議会議員（静岡支部） 

木口京子県議会議員 （岡山支部） 

        第 3 部  GWI-JAUW  Zoom セッション   

鈴木千鶴子 JAUW 副会長、MC 担当大井恭子 CIR が EXPO 会場から参加 

GWI の・ステイシー・ドライ・ララ事務局長がスイスからオンラインで参加 

 

 

 

 

 

 

第 2 部パネルディスカッション 



 実行委員 Kei Foran 

2024 年春、在大阪スイス領事と EXPO についてお話する機会があり、スイスパビリオンでも様々な企画

を募集しているとお聞きしました。スイスと日本とのつながりを接点に、両国の優秀さをアピールできる企

画を選びたいというお話でしたので、それなら、ジュネーブに本部のある GWI(Graduate Women 

International) と JAUW(大学女性協会) をご紹介したいと私方から申し上げたのが、そもそものきっかけ

でした。当初は、GWI と JAUW の活動紹介をするために、期間を設けて、フォトパネル展示を企画したの

ですが、スイスパビリオンから、数日間スペースを提供することはできないと却下。幸いに代替案提出の機

会を与えられ、神戸支部内の EXPO チーム (松村・三木谷・フォラン・伊藤・宇野・川津・平井)で知恵を

出し合った結果、「政治における女性たち」のテーマで、前外務大臣の上川陽子氏（静岡支部会員）を中心

に、全国の JAUW 会員で政治家の方々に話し合ってもらう機会をつくろうという案をまとめて提出したと

ころ、スイスパビリオンが受理、2024 年秋、本格的に企画をスタートした次第です。 

EXPO 協会が設定したテーマ週間内に開催すれば、テーマ週間公式プログラムに承認され、EXPO2025 

website でも紹介されるチャンスがあるとお聞きし、８月第一週の「平和と人権」のテーマ週間内で日程を

選び、8 月 7 日（木）を設定しました。JAUW 本部理事メンバーと神戸支部役員で「EXPO 実行委員会」が

スタートし、Zoom 会議での話し合いが始まり、一部は上川議員の基調講演、二部はパネルディスカッショ

ン、三部は GWI-JAUW のズームセッションのプランがまとまってゆきました。 

 上川議員は国会議員として超多忙で、8 月 7 日のスケジュールを確認して頂くのには時間がかかり、また、

東京からの来阪に際しては、特別な警備が必要ということで、上川議員事務所との細かな打合せが必要で随

分と手間取りました。警備の複雑さを避けるために、上川議員には Zoom で基調講演をお願いするという案

も出ましたが、何とか来阪スケジュールの確認がとれ、大阪府警との警備プランも進行しました。  

8 月 7 日の当日は、警備の方々に守られ、支障なく安全にプログラムが進行し終了したので、一同安堵しま

した。JAUW 本部・支部の多くのメンバーが各地から出席してくださり、EXPO 入場チケット手配責任者の

神戸支部長は、嬉しい悲鳴の中、各支部長と連絡を取りながら、100 名近い出席者の受付をスムーズに処理

されました。 

「EXPO 実行委員会」を通じて、鈴木・大井・穐田・中山・秋光・濱松、成田・宮下会員を中心とする JAUW

本部と神戸支部 （松村・伊藤・宇野・川津・フォラン）とのチームワークは素晴らしく、また、神戸支部内

のチームワークも見事で、各自が自分の能力を生かし、サポートしながら事業を実施することができました。

このチームワークのおかげで、真夏の厳しい暑さにも関わらず、出席者の方々にも喜んで頂き、総合司会の

役割も果たし、事業を終了できたことに感謝と誇りを感じています。公式行事として、EXPO2025 website 

での事業後レポート掲載予定です。  

                          

                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

マスコミの取材を受ける松村支部長とフオラン会員     ディスカッション参加（山下議員 HP より） 



   会員委員長 宇野蓉子 

早朝からの雨の中、東京本部と神戸支部の役員は会場となるスイスパビリオンに向かいました。スイスパ

ビリオンのスタッフとの様々な打ち合わせや確認をしている頃、パビリオン入り口では、参加の方々にお

名前の確認とセッション毎のリストバンドを付けて入館に備えていただきました。やがて上川衆議院議員

のご到着で、今日のプログラムが始まりました。上川議員の第一声で会場もグッと締まった雰囲気になっ

たように感じました。参加の皆様には、セッション１、２、３の前後にスイスパビリオンを始めオースト

リア、イギリスパビリオンを予約なしで見て回れて、ドイツレストランのデイナーを予約席で楽しんでい

ただけるよう手配しました。神戸支部からは、役員を含めて、セッション 1 １６名／セッション２ １

２名／セッション３ 13 名／ドイツレストラン 17 名、の参加でした。誰もが汗まみれの一日でしたが

役員の一人一人の大きな力を目の当たりにして感動のうちに無事 8 月 7 日は幕を閉じました。 

 

大阪・関西万博スイスパビリオンで、一般社団法人 大学女性協会（JAUW）が主催した「政治における女

性たち」をテーマに、対話プログラムが開催されました。第一部の基調講演の講師にお招きいただき、「政

治における女性の参画とリーダーシップ」と題し私が政治家を志してから初当選までの 7 年半の話から、

直近の外務大臣就任期とその後、特に現在力を入れている WPS(女性・平和・安全保障)に焦点を当て、ウ

クライナ復興支援を例に、議会人の役割をお話ししました。このような機会を頂いた大学女性協会の皆様

に心から感謝致します！ （基調講演 上川陽子衆議院議員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場の都合で、多数のゲストの皆様には３つのセッションにわかれて参加いただきました。 



 

 

8 月の EXPO テーマウィーク 

(平和・人間の尊厳)は正式行事に 

承認されビデオ収録済み、 

EXPO homepage に掲載 

 

 

 


